
 

（№１８１）                                                （２０１２年１月２３日） 

長い間 お疲れさま。ゴン、安らかに… 
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冬の放飼場で。 

ザブコとゴン 

 

 

写真  

左下は 

カバの放飼場です。 

ここから、４４年間 

旭山を見つづけてい

ました。 

 

動物園に配属が決まり、園内見学した時に強く印象に残ったのが、カバ

のゴンでした。目の前で大きな口を開けている姿を見て、「こんな大きな

生き物がいるのか」と驚いていた事を今でも鮮明に覚えています。その後、

カバの担当となり、冬の乾燥対策のため、軟膏の塗布をしてカバが白くな

るまでスプレーしていた事も思い出です。   飼育展示係 高橋（伸） 

ゴンは４７才という年齢を感じ

させない力強さをもったカバでした。もぐもぐタイムでもたくさ

んのお客さんに魅力を伝えてくれたと思います。一番好きな姿は

秋の暖かい日にプールの縁に頭をのせて うつらうつら寝ている

姿です。どんな夢を見ているのかなぁと。１年と８ヶ月でしたが 

カバの担当としてかけがえのない時間を過ごせました。 

  獣医師 佐藤（伸） 

 

夜の動物園でのナイトウォッチング中、エサをあげていて一緒に

手も食べられたことを一番覚えています。（幸い、歯が刺さらなか

ったのでケガはしませんでした）。 

ゴン、長い間、 

お疲れ様でした。               

飼育展示係 丸  

 

 

ゴンとの想い出… いっぱいありますが、２つだけ。 

 こどもは、ゴンが大好きです。バックヤードガイド

のとき、特に小さいこどもは、食いつきます。だけど、

「もっと近くで見る？」と手を引こうとすると、「嫌

だ！」と言って後ずさりします。泣き出してしまう子

もいます。でも、また次に会ったとき、「どの動物が見

たい？」と聞くと、「カバ！」なんですね（笑）インパ

クト No.1 のゴンでした。 

 ゴンとザブコが年をとってくると、冬に肌の乾燥や

あかぎれが目立つようになりました。治療と予防のた

め、軟膏を水に溶かしてスプレーでかける方法をあみ

出しました。また、足が悪くなったので、グルコサミ

ンとコラーゲンを与えるようにしました。 

ゴン、これでよかったかい？ 

お疲れさま。ありがとう。 

獣医師 福井 

 

そこから、関係を取り戻すの

に約 1 ヶ月ぐらいかかった

と思います。 

 それからというもの、ガイ

ドではその話をしています。 

 本当に長い間ありがとう

と伝えたいです。そして、こ

れからも旭山を見守って欲

しいと思います。 

 教育担当 佐賀 

 

動物園に入って２年目から担当しました。 

ゴンには大型動物の飼育の難しさを教えてもらいました。 

           ぺしゃんこにされかけたこともあ   

            りましたが、今ではなつかしい思 

い出です。 

  飼育展示係 大越 

             

飼育展示係 大越 

 

ゴンには、主にエサやり観察ガイドでお世話になり

ました。来園者の前で大きな口を開け、カバという動

物の迫力や食べ方の迫力を感じさせてくれ、また歯の

形や大きさなどを教えてくれました。 

 ゴンにオレンジを与えた時は衝撃的でした。ゴンが

僕に全く近寄らなくなったのです。ゴンはオレンジが

嫌いだったようです。 

「ゴンが鳴くとザブコが返答する」総合動物舎で毎日耳にす

る音でした。 

キリンの清掃をしていると、時々ザブコが鳴くのですが、そ

れに答える相手が居なくなり、非常にさびしく感じます。 

旭山動物園にとって、とても大きな存在でした。 

 飼育展示係 畠山 

 

１２月
がつ

２７日
にち

、カバのゴンが老
ろう

衰
すい

で死
し

亡
ぼう

し

ました。４７才
さい

でした。カバのゴンは 旭
あさひ

山
やま

動
どう

物
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園
えん

開
かい

園
えん

当
とう

初
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）から飼
し

育
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してお 

り、長
なが

い 間
あいだ

、世
せ
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こ

えて多
おお

くの方
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間
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１１頭
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どもがうまれ、うち７頭
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 開
かい

園
えん

当
とう

時
じ

の飼
し

育
いく

係
かかり

職 員
しょくいん

はすでに定
てい

年
ねん

を迎
むか

え退
たい

職
しょく

し、 新
あたら

しい 職 員
しょくいん

へとバトンタッチしています。長
なが

い

間
あいだ

、ゴンは 私
わたし

たちにさまざまなものを伝
つた

え、残
のこ

して

くれました。 

ありがとう、ゴン。 

初冬に放飼場のプールが凍ってしまったこと

があって、ゴンが氷をバリバリと割りながらプー

ルに入っていった姿が忘れられません。鼻から白

い息をふきあげる姿はまるで、蒸気機関車のよう

でした。総合動物舎の建て替えもほぼ決まり、新

居での生活を、と思っていたのですが。たくさん

の人のあたたかな愛情に見守られ、きっとせまい

ながらも楽しい我が家だったと思います。                   

園長 坂東 

 


